
○越谷市斎場設置及び管理条例施行規則 

平成１７年７月１２日 

規則第５８号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、越谷市斎場設置及び管理条例（平成１７年条例第１

６号。以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

（使用許可申請） 

第２条 条例第７条第１項に規定する使用許可を受けようとする者（以下

「申請者」という。）は、次の各号に掲げる施設の区分に応じ、当該各

号に掲げる申請書を市長（条例第１７条第１項の規定により指定管理者

に越谷市斎場（以下「斎場」という。）の管理を行わせる場合にあって

は、指定管理者。次条において同じ。）に提出しなければならない。 

（１） 火葬炉、待合室、式場及び霊安室（以下「火葬炉等」という。） 

越谷市斎場使用許可申請書（第１号様式） 

（２） 動物火葬炉 越谷市斎場（動物火葬炉）使用許可申請書（第２

号様式） 

２ 火葬炉の申請者は、前項第１号に規定する申請書を提出する際に、次

の各号に掲げるいずれかの書類を添付するものとする。 

（１） 墓地、埋葬等に関する法律（昭和２３年法律第４８号）第８条

に規定する火葬許可証又は改葬許可証 

（２） 医師法（昭和２３年法律第２０１号）第１９条第２項に規定す

る診断書 

（使用許可） 

第３条 市長は、斎場の使用を許可したときは、次の各号に掲げる施設の

区分に応じ、当該各号に掲げる使用許可書兼領収書を申請者に交付する

ものとする。 



（１） 火葬炉等 越谷市斎場使用許可書兼領収書（第３号様式） 

（２） 動物火葬炉 越谷市斎場（動物火葬炉）使用許可書兼領収書（第

４号様式） 

（使用料の納付） 

第４条 前条の規定による許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、

条例第１３条に規定する使用料を使用許可書の交付の際に納付しなけれ

ばならない。ただし、市長が特に認める場合は、この限りでない。 

（使用料の減免） 

第５条 条例第１４条に規定する使用料（火葬炉及び待合室に係る使用料

に限る。）の減額又は免除は、次に掲げるとおりとする。 

（１） 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第２４条に基づき、

本市（斎場事務委託市及び斎場事務委託町にあっては県の福祉事務所

を含む。）で保護の決定を受け、本市（斎場事務委託市町を含む。）

に居住し、及び現に受給している者が、祭祀を主宰する者となったと

き。 免除 

（２） 行旅病人及行旅死亡人取扱法（明治３２年法律第９３号）第１

条に規定する行旅死亡人に係る遺体の火葬をするとき。 免除 

（３） その他市長が特に必要と認めるとき。 市長が相当と認める割

合 

２ 使用料の減免を受けようとする使用者は、越谷市斎場使用料減免申請

書（第５号様式）を市長に提出するとともに、必要な書類を添付し、そ

の承認を受けなければならない。 

３ 市長は、前項の承認をしたときは、越谷市斎場使用料減免承認書（第

６号様式）を使用者に交付するものとする。 

（既納使用料の還付） 

第６条 条例第１５条ただし書の規定により使用料を還付することができ

る場合は、次のとおりとする。 



（１） 天災その他使用者の責めに帰すことができない理由により、斎

場の施設及び設備（以下「施設等」という。）を使用することができ

なくなったとき。 

（２） その他市長が特に必要があると認めるとき。 

２ 使用料の還付を受けようとする使用者は、越谷市斎場使用料還付請求

書（第７号様式）を市長に提出しなければならない。 

３ 市長は、前項の承認をしたときは、越谷市斎場使用料還付承認書（第

８号様式）を使用者に交付するものとする。 

（遵守事項） 

第７条 斎場の施設等を使用する者は、次に掲げる事項を守らなければな

らない。 

（１） 斎場の敷地内に宮型霊柩車を乗り入れないこと。 

（２） 斎場の敷地内に花輪を設置しないこと。 

（３） 物品の販売その他これに類する商行為をし、又は寄附の募集等

の行為をしないこと。 

（４） 施設等を損傷し、又は汚損しないこと。 

（５） 所定の場所以外で飲食し、喫煙し、又は火気を使用しないこと。 

（６） 騒音、怒声、放歌その他喧騒にわたる行為をし、又は他人に危

害を及ぼす行為をしないこと。 

（７） その他管理上必要な指示に従うこと。 

（その他） 

第８条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１７年８月１日から施行する。ただし、第２条及び

第３条の規定は、同年７月２５日から施行する。 

（越谷市斎場設置および管理に関する条例施行規則の廃止） 



２ 越谷市斎場設置および管理に関する条例施行規則（昭和４８年規則第

４９号）は、廃止する。 

附 則（平成２１年規則第４７号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 越谷市斎場設置及び管理条例（平成１７年条例第１６号）第１７条第

１項の規定により指定管理者に越谷市斎場の管理を行わせるときは、こ

の規則の施行の日（以下「施行日」という。）前にこの規則による改正

前の越谷市斎場設置及び管理条例施行規則の規定により市長がした使用

に係る手続きその他の行為（施行日以後の使用に係るものに限る。）は、

この規則による改正後の越谷市斎場設置及び管理条例施行規則の相当規

定により当該指定管理者がした使用に係る手続きその他の行為とみなす。 

附 則（平成２９年規則第４９号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３０年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前のそれぞれの規則の様式の規定により

作成されている用紙は、改正後のそれぞれの規則の様式の規定にかかわ

らず、当分の間、使用することができる。 

附 則（平成３１年規則第５号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、現に改正前のそれぞれの規則の様式の規定によ

り作成されている用紙は、改正後のそれぞれの規則の様式の規定にかか

わらず、当分の間、使用することができる。 



 



 



 



 



 



 



 



 



第１号様式（第２条関係） 

第２号様式（第２条関係） 

第３号様式（第３条関係） 

第４号様式（第３条関係） 

第５号様式（第５条関係） 

第６号様式（第５条関係） 

第７号様式（第６条関係） 

第８号様式（第６条関係） 

 


